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１ 住民監査請求とは   

 
  住民監査請求は、 飾区民の方が区長等執行機関や職員による公金の支出、財産の管  

理、契約の締結などの財務会計上の行為が違法又は不当であると認めるとき、このこと 

を証明する書面を添えて、監査委員に監査を求め、必要な措置を講ずべきことを請求する

ものです。 
 
 

２ 監査請求のできる場合 

 
（１） 違法又は不当な 

① 公金の支出 
② 財産の取得、管理、処分 
③ 契約の締結、履行 
④ 債務その他の義務の負担 

 
（２） 違法又は不当に 

① 公金の賦課、徴収を怠る事実 
② 財産の管理を怠る事実 

 
（３） 上記（１）の行為が行われることが、相当の確実さで予測される場合 
 

※ なお、上記（１）の行為があった日又は終わった日から１年を経過した時に

は、特定の場合を除き、監査請求することはできません。 
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３ 監査請求の方法 
（１） 監査請求のできる方は、 飾区に住所を有する方です。    
（２） 監査請求をすることがらについては、別紙のような書面を作成して申し出るこ

とになっています。 
（３） 申し出の際には、違法又は不当とする行為の事実を証明する書面を添付するこ

とが必要です。 
（４） 申し出は、直接（２部）持参するか又は郵送（２部）してください。 
 

４ 請求後の流れ 
（１） 請求の受付 
（２） 請求の要件審査  ①要件を備えている場合  ア 受理 

 イ 請求人の陳述 
                         ウ 関係書類等の調査 
・当該行為が違法であると思料するに足りる相当

な理由があり、区に生じる回復の困難な損害を

避けるため緊急の必要があり、かつ、当該行為

の停止により人の生命又は身体に対する重大

な危害の発生の防止その他公共の福祉を著し

く阻害するおそれのない場合 
（暫定的停止勧告制度） 

エ 事情聴取等 
オ 監査結果の決定 
（受付から６０日以内） 

カ 請求人・区長等へ通知 
キ 公表 
ク 不服がある場合 
（住民訴訟） 

              
②要件を欠いている場合 ア 監査を実施しない 

イ 請求人へ通知 
ウ 不服がある場合 

                            （住民訴訟） 
 
 ＊ 要件審査は、監査請求の対象事項が区の財務会計上の行為であるか否か、請求人の

住所要件などについて行います。 
 ＊ 監査の結果などに不服がある場合には、住民訴訟を提起することができます。 
＊ 詳しくは、地方自治法第２４２条、同法施行令第１７２条、同法施行規則第１３条

を参照してください。  
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